
　
　
　
第
十
奮
　
　
研
　
究
　
　
瑠
境
頓
研
究

五
都
邑
の
城
郭
を
縣
の
創
造
せ
し
買
子
は
落
す
べ
か
ら
す

六
密
集
部
落
を
意
昧
す
る
邑
．
或
の
二
挙
の
原
始
的
意
義

（　
は
等
し
く
し
て
、
共
に
城
郭
あ
り
し
痕
蓮
を
認
め
難
い
。

　
但
し
都
．
國
の
こ
字
鳳
意
義
等
し
く
し
て
共
に
城
郭
あ

　
り
し
こ
ご
を
認
め
得
ら
る
、
Q

蛙
股
朝
の
首
都
こ
し
て
は
縮
以
前
の
も
の
に
は
位
澱
の
永

（　
｛
稜
性
溺
く
又
城
郭
の
存
在
を
認
め
難
い
。

ラ八
懸
盤
庚
の
般
輿
都
は
般
朝
こ
し
て
は
劃
代
的
の
も
の
に

（

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
二
　
（
ニ
ニ
煕
）

　
し
て
首
都
こ
し
て
の
位
置
の
永
綾
性
も
輩
固
こ
せ
ら
れ

　
設
備
も
亦
露
當
に
施
さ
れ
た
る
な
ら
む
。

聖
遷
郷
都
邑
の
城
郭
築
造
は
石
盤
庚
の
般
都
盤
…
建
に
濫
鵬

（　
す
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

　十
城
郭
あ
る
邑
を
も
邑
ご
呼
幸
す
る
警
慣
漸
次
に
起
り
居

（　
れ
ば
、
城
郭
あ
り
し
周
の
豊
邑
を
邑
ご
欝
せ
る
も
何
等

　
の
支
障
を
認
め
澱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
大
正
十
四
年
三
月
二
日
四
更
稿
了
一

國
　
境

の

研

究

（
上
）

文
學
士
　
下

田

禮

佐

一、

?
境
の
超
源

國
家
は
、
普
遁
は
へ
世
舞
大
戦
後
敵
國
を
分
裂
せ
し
む

る
手
段
こ
し
て
濫
造
さ
れ
た
も
の
は
例
外
で
あ
る
が
）
、
細

小
部
落
、
　
「
小
民
族
が
あ
る
土
地
を
中
核
ご
し
て
起
う
、

後
に
そ
の
盛
な
る
に
随
っ
て
、
四
二
民
族
、
近
隣
部
落
が
、

そ
の
周
幽
に
結
紮
附
著
す
る
こ
、
こ
に
山
て
、
頒
大
さ
れ
盛

に
な
り
、
途
に
完
全
な
國
家
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。



随
っ
て
書
名
も
そ
の
獲
鮮
地
曳
は
部
落
名
に
因
む
場
合
が

多
い
こ
ご
は
、
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
、
プ
ロ
シ
ャ
、
支
那
の
宋

ま
で
の
國
號
、
又
は
日
本
の
別
名
ヤ
マ
ト
等
に
由
て
も
知

ら
る
、
慮
で
あ
る
一
か
、
る
原
始
鼎
…
態
に
於
て
は
、
そ
の

土
地
も
軍
に
部
落
民
共
同
の
狩
猿
場
又
は
放
牧
地
セ
し
て

使
用
す
・
る
に
渦
陶
ぎ
な
い
か
ら
、
土
地
に
聾
す
る
要
求
も
切

實
で
な
い
。
随
っ
て
土
地
を
成
る
べ
く
廣
く
要
求
す
る
が
。

林
黒
地
又
は
水
心
に
至
れ
ば
そ
れ
を
外
部
に
封
ず
る
境
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

ご
し
て
そ
こ
に
停
止
す
る
。
ラ
ソ
ツ
ェ
ル
が
、
境
界
は
移

劇
の
産
物
で
あ
っ
て
、
一
定
L
．
た
境
界
は
移
動
の
停
止
し

た
爲
で
あ
る
こ
い
つ
て
居
る
が
、
ア
フ
ソ
ヵ
の
未
開
人
の

愈
長
國
、
蒙
古
、
中
央
ア
ジ
ヤ
の
遊
牧
民
族
の
王
公
國
な

ざ
に
は
一
部
落
又
は
一
國
ご
、
他
の
部
落
藤
下
こ
の
間
に
、

時
ご
し
て
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
無
人
地
所
は
人
品
稀
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

地
の
あ
る
こ
ご
は
、
蒙
古
游
牧
記
、
ブ
ル
ジ
ェ
フ
ル
ス
キ

（
3
）

一
、
バ
ー
ト
・
ス
タ
ン
レ
i
等
諸
家
の
記
号
報
告
で
朋
か

で
め
る
、
か
、
る
裁
縫
な
境
界
は
、
寧
ろ
「
境
界
地
帯
」

　
　
　
第
十
谷
　
　
研
　
究
．
國
境
の
研
究

こ
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
荒
旗
地
で
あ

っ
て
、
そ
の
吻
側
の
部
落
民
が
稀
に
典
同
の
狩
猿
地
、
牧

贈
場
に
利
用
す
る
に
渦
～
ぎ
な
い
」
セ
ム
プ
ル
は
か
、
る
境
田
介

　
　
（
4
）

を
、
「
境
界
荒
地
」
（
じ
づ
o
a
興
O
h
≦
五
一
○
）
こ
い
つ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
0
）

時
ε
し
て
は
故
意
に
境
界
荒
地
を
作
る
．
ぎ
が
あ
る
。
嘗

て
支
那
ご
朝
鮮
ご
は
、
鴨
緑
江
、
豆
満
江
に
そ
う
て
、
爾

側
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
問
罪
地
」
を
お
い
て
、
民

族
混
同
、
國
男
能
爾
を
豫
凝
し
た
こ
ご
が
あ
っ
た
、
一
六

入
八
年
、
露
支
國
境
を
定
む
る
ご
き
、
喀
克
塔
町
を
二
分

し
、
ロ
シ
ヤ
商
館
所
在
地
を
ロ
シ
ヤ
に
、
支
那
人
蒙
古
人

街
匠
を
支
那
に
燃
せ
し
め
た
が
」
そ
の
間
に
中
立
地
を
お

い
て
、
雨
避
人
声
商
の
場
所
ご
し
た
。

　
境
界
荒
地
に
類
す
る
も
の
で
、
交
明
國
間
の
境
界
に
、

　
（
6
）

「
共
同
境
界
四
域
」
（
∩
○
昌
θ
昌
P
O
嵩
　
H
W
O
一
・
⊆
O
暦
　
H
）
凶
も
段
け
帰
一
〇
俘
ω
）
ざ
い

ふ
の
が
あ
る
。
新
開
地
で
入
ロ
稀
簿
、
地
曳
の
低
廉
な
燐

で
は
、
境
界
劃
定
に
つ
い
て
爾
國
の
希
望
が
一
致
し
な
い

場
合
は
、
暫
く
孚
議
匠
域
を
爾
國
の
共
有
地
こ
す
る
。
か

　
　
　
　
　
　
　
策
二
聾
　
　
　
三
三
　
　
（
二
二
五
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
“
闘
境
の
研
究

、
る
例
は
、
幕
末
か
ら
明
治
入
念
ま
で
の
樺
太
、
米
綿
問

の
オ
レ
ゴ
ン
州
、
南
米
ブ
ラ
ジ
．
ル
ε
佛
傾
ギ
ア
ナ
こ
の
境

界
に
可
成
り
長
く
存
し
て
居
た
。

　
入
口
稠
密
で
参
篭
の
高
い
文
明
國
に
も
、
境
界
紛
議
を

官
憲
す
る
爲
に
、
境
界
地
帯
を
置
く
こ
ご
が
あ
る
。
「
中
立

地
」
は
そ
れ
で
あ
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
ご
イ
ス
パ
ニ
ャ
本

國
ご
の
境
界
に
は
幅
一
キ
ロ
メ
ー
ト
〃
弱
の
低
い
砂
地
が

あ
っ
て
、
中
立
地
こ
な
っ
て
み
る
。
ギ
イ
ッ
、
ベ
ル
ギ

ー
の
間
に
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
ま
で
、
　
モ
レ
ー
ネ
ー

（
寓
。
蔀
・
・
8
肯
）
ご
い
ふ
中
立
地
所
謂
乞
。
竃
磐
げ
目
§
自
が
あ

っ
た
、
支
那
の
外
野
租
借
地
、
關
野
州
、
威
海
衛
、
廣
州

濁
に
は
・
今
も
そ
の
背
域
に
中
立
地
が
あ
る
。
更
に
所
謂
緩

衝
國
（
旧
W
q
齢
一
，
　
ω
陣
ρ
け
O
）
の
如
き
も
、
」
例
へ
ば
、
露
莫
國
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
佛
英
間
の
シ
ャ
ム
の
如
き
、
境
界
地

幣
の
一
種
ご
見
徹
す
べ
き
で
あ
る
。

　
境
界
線
は
ひ
か
れ
て
も
、
境
界
地
方
が
人
口
稀
少
な
荒

地
で
あ
る
ご
き
は
、
國
境
に
そ
う
て
帯
状
の
無
税
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
ニ
ニ
山
ハ
）

（
鳴
剛
・
O
O
　
N
O
二
〇
）
を
作
っ
て
．
そ
の
地
域
を
開
税
制
度
上
國

．
境
外
に
お
き
、
關
税
上
の
國
境
は
眞
の
境
界
よ
り
遙
に
内

地
に
お
く
こ
ご
が
あ
る
。
米
墨
國
境
に
は
、
メ
キ
シ
コ
灘

か
ら
太
李
洋
ま
で
、
　
メ
キ
シ
コ
領
の
・
方
に
幅
…
十
二
哩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

N
。
舜
ご
σ
お
郎
ち
無
税
魑
域
が
あ
る
。
蒙
吉
、
西
藏
、
新

霧
省
は
、
全
然
無
税
匿
域
で
あ
っ
て
、
關
税
土
支
那
の
國

境
は
、
張
手
口
や
蘭
州
に
あ
る
q
か
、
る
無
税
地
帯
も
ま

た
境
界
地
帯
の
一
種
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
か
く
の
如
く
國
境
獲
達
の
第
｝
期
は
、
線
で
な
く
て
帯

で
あ
る
。
そ
の
荒
地
、
車
地
、
共
有
地
、
中
立
地
た
る
を

論
ぜ
す
、
相
互
の
接
欄
を
防
止
す
る
爲
に
帯
こ
し
て
お
く

の
で
あ
る
が
、
人
口
が
稠
密
こ
な
り
、
学
債
が
高
ぐ
な
れ

ば
、
強
e
方
の
民
族
は
、
弱
い
方
の
民
族
を
犠
牲
ご
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

國
境
地
誉
を
侵
略
し
、
こ
、
に
境
界
線
が
出
点
る
。

　
　
　
二
　
地
文
的
境
界

　
　
　
　
　
　
　
　
（
℃
ξ
も
。
囲
。
凱
ヒ
づ
。
§
魯
議
o
q
・
）

　
國
境
は
民
族
移
動
の
停
止
線
で
あ
る
か
ら
、
己
に
國
境



地
帯
を
分
割
し
て
境
界
線
を
定
む
る
こ
ご
に
な
れ
ば
、
第

一
に
、
民
族
移
動
の
障
害
物
た
る
地
文
的
境
界
を
選
ぶ
の

が
當
然
で
あ
る
。
邸
ち
國
境
登
達
の
第
二
期
は
地
文
的
境

界
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
一

　
こ
の
故
に
地
文
的
境
界
ご
し
て
必
要
な
滅
亡
は
、
一
人

類
移
動
に
謝
す
る
障
害
性
の
甚
だ
し
き
こ
ご
、
二
永
綾
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

墾
性
を
有
す
る
こ
ご
、
三
境
界
た
る
べ
き
地
物
は
入
類
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー

住
所
に
適
せ
ざ
る
こ
ご
、
四
一
目
瞭
然
た
る
こ
ご
に
’
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

近
年
ま
で
交
通
機
閣
の
登
頂
し
な
い
聞
は
海
鼠
ご
も
成
る

べ
く
右
の
條
件
に
適
し
た
境
界
の
選
定
に
努
力
し
た
の
で

あ
る
）
今
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ル
プ
ス
、
ピ
ン
ニ
ー
ス
の
・
如

き
國
境
こ
し
て
可
成
り
の
重
要
さ
を
持
て
居
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
若
し
そ
れ
が
不
充
分
な
場
合
は
、
支
那
に
於
け
る
萬
里

の
長
城
、
・
ロ
ー
マ
の
ソ
ー
メ
ス
の
機
に
、
入
爲
を
以
て
補

ふ
場
合
が
あ
る
。
叉
ロ
シ
ヤ
の
如
く
地
丈
的
境
界
の
な
い

場
合
は
、
そ
の
境
界
は
進
展
的
（
華
華
。
ε
で
あ
っ
て
、
ヒ

ソ
ヅ
ー
。
ク
ソ
シ
ュ
、
天
山
、
ア
ル
タ
イ
、
皿
繰
能
江
、
太
宰

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
閥
境
の
研
鋭

意
等
の
地
文
的
境
界
に
到
弔
す
る
ま
で
進
む
も
の
で
み

る
。
帥
ち
最
近
ま
で
ロ
シ
ヤ
に
は
國
．
境
が
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
威
力
の
及
ぶ
こ
こ
ろ
即
ち
國
境
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
、

し
か
し
て
現
今
の
境
域
に
擾
が
つ
て
、
地
者
的
境
界
を
得

て
始
め
て
境
界
線
が
確
定
し
た
繹
で
あ
る
．
．
支
那
は
、
支

那
本
部
、
満
洲
、
新
標
、
蒙
右
、
西
行
等
夫
々
地
文
的
境

界
線
を
有
す
る
ま
ご
ま
っ
た
匪
域
で
あ
っ
て
、
支
那
の
國

力
萎
縮
し
た
ご
き
は
、
支
那
本
部
に
窒
居
し
て
み
る
が
、

國
運
隆
盛
の
こ
き
は
、
そ
の
臨
交
的
國
境
を
こ
え
て
夷
秋

の
住
地
へ
侵
入
し
、
之
を
征
服
し
て
、
國
境
地
方
の
擾
乱

を
未
然
に
防
止
す
る
、
随
て
支
那
は
四
千
年
來
境
界
が
一

定
し
な
い
、
支
那
人
の
勢
力
の
及
ぶ
こ
こ
ろ
印
ち
國
境
で
、

凝
縮
定
り
な
い
の
で
あ
る
。

　
ω
地
交
的
國
境
に
も
色
々
あ
る
。
海
は
生
産
の
不
能
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

所
、
人
類
の
住
所
に
適
し
な
い
慮
で
あ
っ
て
、
随
て
海
岸

線
は
入
賞
住
所
の
限
界
で
あ
る
か
ら
國
境
こ
し
て
最
も
適

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

當
な
庭
で
あ
る
。
世
界
大
穴
前
の
駄
洲
の
各
國
は
、
海
の

　
　
　
　
　
　
　
銀
二
號
　
　
　
三
五
　
　
（
二
二
七
）



　
　
　
三
十
三
　
　
研
　
究
　
　
國
鏡
の
研
究

境
が
、
陸
接
國
境
の
こ
倍
八
分
一
で
あ
っ
た
。
但
し
海
國

民
に
駕
し
て
は
、
海
は
寧
ろ
皿
障
害
よ
り
も
交
遊
路
こ
な
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
海
を
こ
え
て
國
．
境
を
籏
張
す
る
こ
ご

が
あ
る
。
中
世
ヅ
ェ
ニ
ス
は
グ
ル
マ
チ
ァ
の
海
岸
や
希
望

の
一
部
を
領
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
レ
ヴ
ー
ル
か
あ
ノ
川
エ

；
ま
で
の
バ
ル
チ
シ
ク
洛
岸
各
地
を
領
し
、
ス
エ
デ
ン
が

ド
イ
ツ
の
ポ
ン
メ
ル
ン
を
有
し
、
イ
ギ
ソ
ス
が
現
に
フ
ラ

ン
ス
の
一
部
た
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
諸
島
を
有
し
、
日
本
が
大

陸
に
領
土
を
三
思
し
た
な
ざ
そ
の
例
は
少
く
な
い
。

　
但
し
モ
ン
テ
、
不
グ
ロ
、
ソ
ス
ァ
ニ
ヤ
の
模
な
陸
乱
民
は

折
角
海
に
出
て
も
海
陸
を
有
す
る
こ
ご
の
出
斜
な
い
場
合

が
あ
る
。
ロ
シ
ヤ
も
亦
ア
ラ
ス
カ
を
維
持
す
る
こ
ピ
が
出

來
な
か
っ
た
。

　
　
（
1
2
）

　
伺
出
脈
は
海
に
次
で
人
類
移
動
の
障
害
線
こ
な
る
も
の

で
め
る
か
ら
、
國
境
こ
し
て
適
當
で
、
又
境
界
ど
し
て
永

持
ち
す
る
こ
ご
は
、
ア
ル
プ
ス
、
ピ
レ
ニ
ー
ス
、
ス
カ
ン

ヂ
ナ
ビ
ヤ
ァ
ル
ブ
ス
（
キ
ヨ
レ
ン
）
、
ヵ
ー
．
ハ
シ
ヤ
、
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
第
「
二
號
　
　
　
　
一
一
エ
ハ
　
　
（
二
二
入
）

ン
シ
〃
ヴ
ニ
ヤ
ァ
ル
プ
ス
、
ヂ
ナ
ヲ
ソ
ク
ァ
ル
プ
ス
等
の

例
で
よ
く
分
る
。
し
か
し
山
脈
は
劣
敗
民
族
、
潰
…
藁
民
族

の
「
，
暴
れ
家
」
こ
し
て
選
ば
れ
る
こ
ご
が
多
い
の
で
、
そ

の
場
合
に
は
山
脈
の
爾
側
に
同
一
民
族
が
住
み
、
山
中
の

要
害
に
櫨
て
彼
等
の
最
後
の
安
息
所
た
る
小
國
を
建
て
、

る
こ
ご
が
あ
る
Q
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
印
度
支
那
山
系
の
如
き
世

界
無
比
の
高
大
な
由
脹
で
も
、
そ
の
国
側
に
西
藏
族
が
居

る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
申
に
は
彼
等
の
建
て
た
プ
ー
タ
ソ
ご
い

ふ
恩
愛
國
及
び
ヒ
ン
ヅ
三
族
の
一
廓
グ
ル
国
人
の
、
矛
バ
ー

ル
國
が
あ
る
Q
欧
州
に
は
ス
イ
ス
、
ア
ン
ド
ラ
、
ソ
ヒ
グ

ン
ス
タ
イ
ン
、
サ
ソ
マ
ジ
ノ
、
ア
ル
バ
ニ
ヤ
、
近
頃
ま
で

は
モ
ン
テ
ネ
グ
・
な
ご
い
ふ
國
も
あ
っ
た
。
之
等
山
聞
め

民
族
は
概
ね
雫
原
の
民
族
ご
著
し
く
言
語
習
俗
を
異
に
す

る
こ
ご
、
ピ
レ
ニ
！
ス
山
中
の
バ
ス
ク
の
如
き
例
が
あ
る
、

且
つ
頑
強
、
軽
罪
、
山
間
の
困
難
な
生
活
に
堪
へ
る
、
武

器
の
進
歩
ε
共
に
山
間
民
族
の
最
後
の
根
貴
地
も
漸
く
縮

ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
ご
共
に
山
脈
の
外
境
こ
し
て
の
債
値



も
減
一
少
す
る
を
負
れ
な
い
α

　
㈲
沼
澤
は
境
界
こ
し
て
適
當
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

が
長
く
連
聡
し
て
實
際
幽
境
こ
な
っ
て
み
る
の
は
、
オ
ラ
、

ン
グ
の
束
境
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
沼
澤
も
排
水
さ
れ
て

漸
次
道
路
鐵
滋
が
開
か
れ
る
か
ら
、
そ
の
手
事
を
減
す
る

傾
が
あ
る
。

　
　
1
4

　
㈹
河
が
境
界
こ
な
っ
て
み
る
場
合
は
、
朝
鮮
ご
満
洲
、

咄
捕
洲
ご
シ
ベ
リ
ヤ
、
止
爪
闇
剛
ご
メ
キ
シ
コ
、
西
班
牙
ご
棚
葡
嚇
萄

牙
の
北
部
な
ご
の
著
し
い
例
の
外
、
南
米
、
ア
フ
ソ
カ
の

植
民
地
の
如
き
櫛
箱
地
方
に
そ
の
例
が
多
い
。
蓋
し
今
日

の
戦
孚
に
於
て
は
、
大
河
な
ら
ば
兎
も
角
、
河
流
の
防
禦

線
こ
し
て
の
言
値
は
大
に
減
少
し
た
か
ら
、
交
明
國
問
に

於
て
は
河
流
を
國
境
こ
す
る
こ
ご
は
比
較
的
少
い
か
ら
で

あ
る
。
グ
ニ
ュ
ー
ブ
の
大
河
ご
そ
の
大
支
流
セ
ー
ヴ
河
ご

を
精
び
、
バ
ル
カ
ン
の
鍵
ご
ま
で
唱
は
れ
た
ベ
ル
グ
ラ
ー

ド
で
す
ら
、
濁
將
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
は
敵
前
渡
河
を
断
行
し

て
之
を
占
領
し
た
ほ
ご
で
あ
る
。
欧
洲
で
河
が
國
境
ご
な

　
　
　
第
十
巷
　
研
究
　
騰
境
の
研
究

　
っ
て
み
る
の
は
他
に
宮
然
的
障
害
物
の
な
い
、
し
か
し
て

比
較
的
大
河
の
多
い
東
歓
地
方
で
あ
る
。
な
ほ
東
欧
の
河

　
は
、
李
原
を
流
れ
る
關
係
か
ら
爾
岸
に
沼
澤
が
あ
る
爲
に

境
界
こ
し
て
の
債
値
を
増
大
す
る
。
帥
ち
グ
ニ
ュ
ー
ブ
、

　
セ
ー
ヅ
（
・
今
は
國
境
で
な
い
）
、
1
3
ニ
エ
ス
ト
ル
な
ざ
は
そ

の
例
で
あ
る
。
中
欧
で
は
、
ラ
イ
ン
河
の
上
流
及
び
中
流

　
が
國
境
ε
し
て
…
選
ば
れ
る
。

　
㈹
森
林
は
未
開
時
代
に
は
境
界
ご
し
て
適
當
な
も
の
で

あ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
等
に
は
そ
の
例
が
あ
る
が
、

欧
洲
に
は
、
今
迄
の
濁
佛
の
窮
境
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
、
白
佛
問

の
ア
ル
グ
ン
ヌ
、
ヵ
ー
パ
シ
ャ
等
の
如
く
、
山
地
で
森
林

に
蔽
は
れ
た
場
合
の
，
外
境
界
こ
な
っ
て
み
る
例
は
な
い
Q

　
　
（
一
〇
1
）

　
の
氣
候
は
民
族
の
和
違
に
は
簾
．
倒
的
の
影
響
が
あ
る

が
、
元
來
氣
候
の
相
違
は
、
ヒ
マ
．
ラ
ヤ
、
ア
ル
プ
ス
の
如

き
大
山
脈
の
早
言
等
の
場
合
を
除
け
ば
、
漸
移
的
の
も
の

・
で
あ
る
か
ら
、
六
境
に
は
直
接
の
影
堂
揃
は
な
い
様
で
あ
る
。

但
し
氣
候
は
民
族
の
性
格
職
業
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
七
．
（
ニ
ニ
九
）



　
　
　
第
十
岱
　
　
研
　
究
　
　
醗
縫
の
弼
究

随
て
言
語
の
上
に
作
用
し
、
郎
ち
言
語
の
相
違
を
惹
起
し
、

由
て
以
て
境
界
線
を
作
る
こ
ご
に
な
る
ψ
ア
ル
プ
ス
を
境

こ
し
て
南
北
に
分
罪
す
る
イ
タ
ソ
ー
人
ご
、
ド
イ
ツ
人
ご

を
見
る
ご
、
　
一
方
は
舞
岡
日
多
く
、
　
一
方
は
子
隔
日
が
多
い
、

之
は
そ
の
黒
餅
の
快
諏
ご
、
酷
烈
ご
に
よ
る
も
の
で
あ
る

ε
い
は
れ
て
み
る
。
ロ
シ
ヤ
語
に
奇
習
の
多
い
の
も
そ
の

韻
語
の
き
び
し
い
爲
で
あ
る
。
ア
ド
ソ
ア
海
岸
の
ダ
ル
マ

チ
ァ
が
最
近
ま
で
常
に
そ
の
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
ご
政
治
的

所
屡
を
異
に
し
て
み
る
の
は
、
そ
の
氣
候
が
一
方
は
濡
和
、

一
方
は
寒
冷
酷
烈
な
爲
で
あ
ら
う
。

　
伺
ほ
著
し
い
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
ス
ペ
イ
ン
の
境
で
あ

る
。
爾
國
の
境
に
は
、
河
、
山
脈
な
ご
に
よ
る
所
も
あ
る

が
、
國
境
ご
し
て
特
に
著
し
い
地
物
は
な
い
、
境
界
線
こ

し
て
適
嘗
な
地
物
は
寧
ろ
そ
の
外
に
雫
島
内
に
澤
山
あ

る
。
然
し
言
語
が
境
界
を
な
し
て
居
る
こ
も
い
へ
な
い
、

勿
論
隠
構
に
そ
う
て
爾
無
毒
互
に
言
語
を
異
に
す
る
が
、

ス
ペ
イ
ン
に
行
は
る
、
四
種
の
言
語
の
中
、
ガ
ソ
シ
ヤ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
八
　
（
二
三
Q
）

言
語
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
方
言
ご
見
書
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
、
元
來
同
一
の
ラ
タ
ン
語
か
ら
、
何
故
に
ス

ペ
・
4
ソ
語
ご
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ご
分
化
し
、
由
て
以
て
爾
國

に
分
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
か
。
今
氣
気
缶
を
見
る
ご
爾
…
國

の
國
境
は
凡
そ
大
西
洋
の
灘
氣
を
含
ん
だ
南
西
風
の
到
達

す
る
限
界
ご
一
致
し
て
み
る
。
帥
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
氣
候

滋…

＝
A
濡
暖
、
快
諾
で
、
豊
沃
な
李
地
が
多
い
が
、
ス
ペ

イ
ン
は
之
ご
著
し
い
護
照
を
な
し
て
乾
燥
し
て
酷
烈
な
氣

候
を
有
す
る
高
原
國
で
あ
る
。
但
ス
ペ
イ
ン
の
西
北
部
の

ガ
ソ
シ
や
州
だ
け
は
地
勢
上
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
北
方
へ
延
長

し
元
襟
嫁
所
で
、
山
は
多
い
が
氣
候
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
同

じ
く
海
洋
性
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
ボ
ル
ト
が
川
の
延

長
ご
も
い
ふ
べ
き
所
だ
け
は
そ
の
言
語
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
方
言
を
用
ひ
て
み
る
。
し
か
し
第
十
二
世
紀
以
來
嘗
て

ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
合
同
し
た
こ
ざ
が
な
い
、
之
を
以
て
見
れ

ば
、
西
葡
爾
言
語
の
撫
子
の
生
じ
た
原
因
は
測
候
に
あ
る

こ
ビ
は
疑
な
い
。
温
暖
な
國
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
語
は
、
母
膏



は
大
部
分
不
明
瞭
で
あ
っ
π
り
、
鼻
音
こ
な
っ
た
り
す
る
、

最
後
の
子
音
は
時
々
襲
配
し
な
い
、
強
い
r
の
音
が
な
い
。

之
に
反
し
て
大
陸
的
氣
候
に
住
む
ス
ペ
イ
ン
人
の
語
は
、

登
普
が
明
瞭
で
詳
密
で
、
r
の
音
も
あ
れ
ば
、
ア
ラ
ゼ
や

語
か
ら
出
た
昏
の
音
や
、
喉
督
の
」
が
あ
る
。
我
が
國
で

も
東
北
の
昔
ビ
王
事
島
の
音
ε
を
較
べ
る
ご
確
か
に
氣
候

の
影
響
が
あ
る
標
で
あ
る
。
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呼

交
學
士
藤
井
甚
太
郎

九
　
第
三
回
地
方
官
會
議

第
三
回
地
方
官
曾
議
は
、
明
治
十
三
年
二
刀
丁
田
よ
り

　
　
第
十
谷
　
　
研
　
究
　
　
明
漁
初
年
の
地
方
官
會
議

同
二
十
八
日
に
亙
っ
て
、
東
京
寳
田
町
二
番
地
華
族
部
長

局
な
る
議
事
堂
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
Q
而
し
て
此
が
最

後
の
諌
言
で
あ
っ
て
、
、
十
四
年
以
後
は
又
他
の
形
式
で
催

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
二
九
　
（
二
こ
ご
）


